
56 大気中における自然放射能の分布

　湿度の増加に伴い，放射能の増加の傾向がみられると

いう報告2）もあるが，ここにもそのような傾向がみられ

る．すなわち，雲，霧などの中で異常に大きな値を示し

ているところから，水滴が放射能を多く捕獲しているも

のと考えられ，したがって放射能が湿度に依存するので

はないかという予想のもとに，静隠時における放射能と

湿度との関係を富士山の記録により示したものが第7図
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第8図　放射能と水蒸気張力との関係
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第7図　放射能と相対湿度との関係
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である．横軸には相対湿度をとってあるが，定性的に大

気中の水滴が放射性物質を多く捕獲する可能性が考えら

れる．そこで放射能と水蒸気張力との関係を示すと第8

図のようになり，直線近似をすることは無理でなかろ

う．そこで絶対湿度をω1として，静隠時における放射

能の強さ．4を近似的に次式をもって与えてみた．

　　　z4＝α”十6一…・一…一・一…一・∴一…（8）

ここでα，わは揚所と季節によって定まる定数である．

もちろん，大気中の放射能嫡湿度のみによって定まるも
」搬轡煮一一一一“　　　へ．、；ド聾・癩のではなく，種々の条件があるはずであるが，気象要素

のうちでは湿度が一番顕著に響いてくるものと思われ

る．

　また，雲，霧に被われ，放射能が増加したときわれわ

れと同時に観測した関川敏男氏とその協力者たちによる

大気のpotentia1と電気伝導度の記録にも異常な変化が

みられた3）．

　5．　あとがき

　以上のことから次のようなことが云える．すなわち

　1）　自然放射性塵埃は，相当高いところまで昇ってい

る．

　2）雲の中では非常に多く集積されていることがわか

る．

　3）　自然放射性塵埃の濃度と湿度との間には，直線関

係がありそうである．

　また，山頂の結果からみて，静隠時における高所の自

然放射能は小さい（東京の約1／10）ことがわかった．

　測定器が小型で，集塵量が少なく，したがって集めら

れた放射能について十分な吟味はできなかったが，今後

さらに研究を続ける予定である．
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